
令和６年度 学校評価自己評価表 

ａ 校訓 自主・友愛・創造 
ａ 学校教育目標                       （育成を目指す資質・能力） 
 自ら考え、判断し、行動できる生徒の育成          「主体性」 「協働性」 「創造性」 
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学習の個性

化と協働的

な学びの充

実 

総合的な学習の時間「ま

なびのとびら」の充実 

【教育研究部】 

・様々な体験から得た生徒の興味・

関心・キャリア形成の方向性等に応

じ、生徒一人一人に応じた学習活動

や学習課題に取り組む機会を提供す

る。 

（生徒質問紙） 

「『まなびのとびら』では、友だちと話

し合うなどして、自分の考えを深めた

り、広げたりすることができています

か。」肯定的回答の割合 

80％ 

以上 

88.7

％ 

87.2 

％ 

109.0 

％ 
A 

○どの学年も、自らの興味・関心に応じ

た課題に取り組み、発表会で自分の考え

を述べることができた。 

▲個別最適（個性化・個別化）の理念が、

教科等外の生徒支援等に反映されていな

いことがある。 

○   

・地域の人材・資源

を、今後も有効に活

用してもらいたい。 

・教職員で再度、

個別最適（個性

化・個別化）の

理念の共有を図

る。 

特設授業「まなびスペシ

ャル」の充実 

【教育研究部】 

・本物（専門家）との出会いで社会

を意識し、自らの生き方を見つめる

学びを推進する。（２回/年間） 

（生徒質問紙） 

「『まなびスペシャル』は、自らの生き

方や、自分自身を見つめる機会となりま

したか。」肯定的回答の割合 

80％ 

以上 

88.6

% 

83.4 

％ 

104.3 

％ 
A 

○生徒の満足度が高く、多様な生徒の学

びに対応できている。 

▲学校が文化とまなびの拠点となれるよ

う、保護者・地域の方の参加者を増やす。 

○   

・本物に触れる機会

は、生徒の成長に非

常に重要である。 

・積極的に地域

や保護者に情報

発信をする。 

異文化間交流活動の充実 

【教務部】 

・多様な国の人々との交流を通し、
世界の人々が、国を超えて理解しあ
い、協力し、世界平和を実現する教
育を推進する。（TW・TH・FR） 

（生徒質問紙） 
「外国の人と友達になったり、外国のこ
とについてもっと知りたいと思ったり
しますか。」肯定的回答の割合 

80％ 
以上 

72.8

% 

70.7 

％ 

88.4 

％ 
B 

○１年アートマイル交流では、テーマに

沿った両国生徒の交流ができている。 

▲持続可能な生徒交流について、引き続

き方策を検討する。 

○   

・交流については、

相手方と継続的に交

流出来たらよい。 

・アートマイル

活動で、アウト

プットまでの充

実を図る。 

生徒の自治的な活動の 

充実 

【生徒指導部】 

・生徒会行事や体育大会、まなびの

発表会は、生徒が主体となって成功

を目指し、多くの生徒と共に感動を

味わいながら企画・運営を実践的に

学ぶ教育を推進する。 

（生徒質問紙） 

「学校がより良い学校になるために活

動したいと思いますか。」肯定的回答の

割合 

80％ 

以上 

78.1

％ 

84.2 

％ 

105.3 

％ 
A 

○まなびのとびらや学校行事では、積極

的な役員立候補がある。 

▲主体的に取り組めない生徒への指導支

援の充実により、すべての子供たちの可

能性を引き出す必要がある。 

○   

・生徒たちの生き生

きとした姿を見るこ

とが出来てよかっ

た。 

・主体的なに取

り組めない生徒

への指導の個別

化を図る。 

指導の個別

化と協働的

な学びの充

実 

学びの選択肢のある授業

の充実【教育研究部】 

・生徒一人一人の特性や学習進度、

学習到達度等に応じ、指導方法・教

材等の柔軟な提供・設定を行う。 

（学力調査） 

通過率が全国平均以上の生徒の割合 55％ 

以上 

46.0 

％ 

46.0 

％ 

83.6 

％ 
B 

○「学ぶこと」の共有ができつつある。 

▲基礎的・基本的な学力の二極化と確実

な学力定着が課題である。 
○   

・学力の二極化を改

善していってもらい

たい。 

・標準学力調査

結果の丁寧な分

析と次年度への

引継ぎを行う。 

単元内自由進度学習に係

る研究推進と実施 

【教育研究部】 

・単元開始時に自ら全体の学習計画

を立て、プリントやＩＣＴ等により

自立的な個別学習を行うことを通し

て、自らの学びをモニターしながら、

メタ認知や学習を調整する力を育成

する。 

（生徒質問紙） 

「授業では、自分に合った学習活動や学

習課題を選ぶことができますか。」肯定

的回答の割合 

80％ 

以上 

82.6

% 

85.7 

％ 

107.1 

％ 
A 

○計画に基づき全学年で１単元の「単元

内自由進度学習」を実施し、生徒の主体

的な学びが進んでいる。 

▲基礎的・基本的な知識技能の確実な定

着へつながる自由進度学習に向けて研究

を推進する必要がある。 

○   

・遅れた子へのフォ

ローをどうしていく

のかが重要である。 

・これまでの指

導・助言を踏ま

え、着実な定着

について協議を

深め共有する。 

「まなび Challenge」の

充実 

【教育研究部】 

・定期試験期間中の６時限目は、自

ら立てた各教科の目標達成に向け

て、自分なりの計画と方法で学びを

進める力を育成する。 

（生徒質問紙） 

「『まなび Challenge』では、試験に向

けて、自分で考え、取り組んでいます

か。」肯定的回答の割合 

80％ 

以上 

87.9

% 

90.2 

％ 

112.8 

％ 
A 

○単元内自由進度学習と連鎖したまなび

となっている。 

▲基礎的・基本的な知識技能の確実な定

着へつながる研究が必要である。 

○   

・自ら計画的に学習

に取り組むことで、

学力が定着するもの

と考える。 

・学力に課題の

ある生徒への個

別支援の更なる

充実を図る。 

生
き
る
力
の
育
成 

手帳による生活習慣・学

習習慣の確立 

【教務部】 

・生活や学習における目標を設計し、
定期的に見直しをすることにより、
努力を成果に結びつけ、結果、自分
に自信を持ち、自ら学ぶ力を身に付
けるよう指導・支援する。 

（生徒質問紙） 
「手帳を使うことにより、毎日のやるこ
とや、次の一週間の見通しを持つことが
できていますか。」肯定的回答の割合 80％ 

以上 
69.0

% 

58.9 

％ 

73.6 

％ 
C 

○課題や「やるべきこと」「やりたいこと」

について自分なり工夫して活用してい

る。 

▲活用状況に個人差があり、学年による

差も大きい状況である。主体的・計画的

な行動となるよう、引き続き支援の工夫

が必要である。 

○   

・手帳は全員がきち

んと記入し、先生が

定期的に見ていくこ

とが重要と考える。 

・手帳を使用す

るメリット、身

に付けることの

できる力、意義

等を生徒と共有

する。 

深い生徒理解と 

実証的事実による適切な

学びの指導・支援 

【生徒指導部】 

・日常の観察による深い生徒理解と

データに基づいて教育を分析し、得

られた知見を改善に活かしながら指

導・支援する。 

（資質・能力と教育活動の教育効果を定

量化する評価ツール） 

「主体性」「協働性」「創造性」の学年目

標値を越えた割合 

１学年:150、２学年:165、３学年:180 

55% 

以上 

56.3 

％ 

57.2 

％ 

104.0 

％ 
A 

○エビデンスをもとに、教育効果測定を

行いながら、個別の状況把握ができてい

る。 

▲特に指導支援が必要な生徒の確実な把

握と共有、更なる指導の個別化を図る必

要がある。 

○   

・客観的データを基

にした、生徒一人一

人に応じた指導が大

切である。 

・特に個別の指

導支援が必要な

生徒への取組の

充実を図る。 

子
供
と
向
き
合
う
時

間
の
確
保 

業務改善・

働き方改革

の推進 

勤務時間外在校時間の縮

減 

【総務部】 

・自らの業務を整理し、先を見通し

て計画を立て、優先順位を決めて業

務に取り組むことで、勤務時間外の

在校時間を縮減する。 

・生み出された時間でワークライフ

バランスを取るとともに、生徒と向

き合う時間の増加につなげる。 

（入校退校時刻記録） 

一か月の勤務時間外の在校時間 45 時

間以下の職員の割合 
55％ 

以上 

60.0

％ 

56.9 

％ 

103.5 

％ 
A 

○一か月の勤務時間外の在校時間 45 時

間以下の職員は、のべ 153 人中 87人で

56.9%であった。 

○経験のある職員が、先を見据え、計画

的に業務に取り組む姿を見せることで、

経験の浅い職員も早めに業務に取り組め

ている。 

○   

・先生方の負担を極

力減らしながら、教

育活動に取り組んで

もらいたい。 

優先順位を決め

て業務に計画的

に取り組むこと

で、勤務時間外

の在校時間を縮

減する。 

最上位目標・指標 全方策による 生徒質問紙「学校へ行くのは楽しいです。」 100％ 
84.9

％ 

78.9 

％ 

78.9 

％ 
C  ○     

   
【自己評価】 

Ａ：１００％（目標達成）    Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００ 

Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０   Ｄ：（できていない）＜６０ 

【外部評価】 

イ：自己評価は適正である。  ロ：自己評価は適正でない。 

ハ：わからない 



 


